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立神峡だより
今年も水難事故防止の対策は万全今年も水難事故防止の対策は万全

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページ
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

　夏休みには多くの観光客が涼を求めてやってきます。そこで
問題となるのが水難事故です。過去には痛ましい事故がありま
したが、ここ５年間は事故は起きていません。監視カメラや定
期的な放送など、事故防止の成果が出ていると思います。しか
しながら、油断は出来ません。今年も例年以上に浮輪や救命道
具を備えて万全の対策を講じたいと思っています。その中で６
月２８日（金）には、氷川町主催による関係各所（県庁・学校・
消防・警察・氷川ダム・氷川町）の関係者が集まり水難事故防
止協議会の会議を開きました。７月１６日（火）には立神熊野
座神社において氷川町観光物産協会の主催の安全祈願祭が行わ
れました。皆の願いは一つ、二度と事故は起こさないという一
語に尽きます。いかに未然防止を図るかが重要です。
　ブイの設置や啓発看板を多用してやりますが、近年はマナー
の悪さが目につくこともあります。事故防止のため、スタッフ
一同力を合わせて取り組んでいます。

カブトムシの成虫も準備完了カブトムシの成虫も準備完了
　立神峡では今年は例年以上にカブトムシの羽化が増え
ており、成虫も数多く飛び交っています。特に、チップ
作業をした腐葉土の中にたくさんの成虫がおり、現在約
７０匹を管理棟で養育しています。夏休みの子どもたち
のお目当ては何といってもカブトムシの捕獲やクワガタ
の採集です。宿泊の子どもたちにプレゼントしたいと考
えています。この事業をもっと拡大することが環境学習
の拠点にふさわしいと思います。今年の夏も子どもたち
の感動する姿が楽しみです。

八代消防署のレスキュー訓練八代消防署のレスキュー訓練
　八代消防署にはレスキュー隊がありますが、毎年この
時期には潜水調査や事故の場合の救護要領の確認や各種
救助訓練を立神峡で行われております。
　また、鏡消防署も同じように訓練を実施して、いざと
いう場合に備えた実戦的な訓練を行い公園側にしても心
強い限りです。当初は、少雨のために水かさが少なく、
水中には落ち葉などが堆積し、少し潜るだけでも泥が跳
ね上げられ捜索には非常に困難を伴うとのことでした。
ようやく雨が降りその心配もなくなり捜索はしやすくな
りましたが、そうならないことを願うだけです。
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感
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。
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る
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す
る
の
も
限
度
が
あ

る
。
　
せ
ご
ど
ん
、
今
宵
は
こ
の
辺
で
よ

か
ろ
か
い
。

　
漱
石
の
あ
る
一
面
を
、「
三
四
郎
」か
ら
。

熊
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